
Q　
①
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
の
利
用
促
進

に
つ
な
が
る
能
登
川
駅
東
口
の
道
路

整
備
は
。

②
新
幹
線
新
駅
を
市
内
に
設
置
す
る

考
え
は
。

A　
①
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
の
利
用
促
進

の
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
周
辺

の
整
備
は
引
き
続
き
必
要
で
す
。
Ｊ

Ｒ
能
登
川
駅
の
正
面
玄
関
は
東
口
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
十
分
な
整
備

が
で
き
て
お
ら
ず
、
計
画
的
に
整
備

を
進
め
る
考
え
で
す
。

②
新
幹
線
新
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

新
駅
設
置
検
討
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
可
能
性
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。
本

市
の
み
な
ら
ず
、
滋
賀
県
の
飛
躍
的

な
発
展
の
た
め
に
は
米
原
京
都
間
の

中
央
部
に
新
駅
の
設
置
は
絶
対
に
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　
今
後
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

整
備
に
よ
る
東
海
道
新
幹
線
の
役
割

の
変
化
や
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決

定
の
動
向
を
踏
ま
え
、
新
駅
設
置
の

機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
状

況
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
一
般
会
計
当
初
予
算
額
が
過
去

最
大
の
５
５
６
億
円
と
な
っ
た
要
因

と
長
期
的
な
財
政
の
見
直
し
に
対
す

る
市
長
の
見
解
は
。

A　
当
初
予
算
額
が
過
去
最
大
と
な

っ
た
の
は
、
長
引
く
物
価
高
騰
へ
の

対
策
を
は
じ
め
、
人
件
費
や
物
件
費

の
増
加
や
扶
助
費
な
ど
の
社
会
保
障

経
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
さ
ら
に
、
令
和
８
年
度
は
新

た
な
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

主
要
施
策
の
着
実
な
実
施
と
子
育

て
・
福
祉
・
教
育
施
設
の
整
備
と
と

も
に
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
新
た
な
布
石
と
な
る

事
業
の
構
想
な
ど
に
も
着
手
す
る
こ

と
が
要
因
で
す
。 

　
一
方
で
、
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
基
金
の
取
崩
額
を
抑
制
す
る
な

ど
、
財
政
の
健
全
性
と
施
策
の
推
進

の
両
立
を
図
る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。 

今
後
の
財
政
運
営
の
考
え
に
つ
い
て

は
、
合
併
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
を

②
八
日
市
駅
東
西
連
絡
通
路
の
概
算

事
業
費
お
よ
び
財
源
の
内
訳
は
。

A　
①
市
長
就
任
当
時
の
八
日
市
駅

周
辺
は
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に

は
程
遠
い
状
態
で
あ
り
、
か
つ
て
の

に
ぎ
わ
い
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
と

の
強
い
決
意
の
も
と
、
自
ら
先
頭
に

立
ち
、
ホ
テ
ル
誘
致
に
始
ま
り
、
延

命
新
地
の
道
路
の
美
装
化
や
駐
車
場

の
整
備
に
取
り
組
み
、
観
光
案
内
や

商
工
会
議
所
が
入
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の

完
成
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
が
少
し
ず
つ

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
本
市
の
中
心
市
街
地
は
、
ま
だ
ま

だ
飛
躍
で
き
る
大
き
な
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
新
年
度
に
は
、

延
命
公
園
の
再
整
備
と
八
日
市
駅
の

東
西
連
絡
通
路
整
備
の
設
計
を
連
動

さ
せ
、
駅
を
核
と
し
た
ま
ち
の
一
体

化
に
よ
る
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
向
け
、
精
力
的
に
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②
概
算
事
業
費
は
10
億
円
で
、
内
訳

と
し
て
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

５
億
円
、
地
方
債
３
・
７
億
円
、
一

般
財
源
１
・
３
億
円
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

Q　
森
の
文
化
の
魅
力
発
信
に
つ
い

Q　
市
長
は
「
市
民
が
安
全
で
質
の

高
い
暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
、
強
く

豊
か
で
、
そ
し
て
や
さ
し
い
東
近
江

市
の
創
生
に
向
け
て
予
算
を
編
成
し

た
」
と
し
て
い
る
が
、
市
民
生
活
や

福
祉
・
教
育
に
冷
た
く
、
大
企
業
優

遇
、
公
共
事
業
最
優
先
の
市
政
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

①
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
早
急
に
す
べ
き
で
は
。

②
保
育
・
幼
児
施
設
と
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

③
森
の
文
化
博
物
館
基
本
計
画
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

④
大
企
業
へ
の
企
業
立
地
や
雇
用
促

進
奨
励
金
は
や
め
る
べ
き
で
は
。

⑤
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
東
西
連
絡
通

路
計
画
な
ど
は
見
直
す
べ
き
で
は
。

A　
①
計
画
的
に
全
校
で
の
設
置
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
給
食
賄
材
料
費
は
保
護
者
負
担
を

基
本
と
し
、
一
般
財
源
を
充
て
た
無

償
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

③
「
森
の
文
化
推
進
条
例
」
が
可
決

さ
れ
て
お
り
、
計
画
を
見
直
す
べ
き

理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
企
業
誘
致
や
設
備
投
資
に
は
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
地
域
経
済
活
性
化

と
財
源
確
保
に
よ
る
市
民
福
祉
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
中
心
市
街
地
活
性
化
に
は
必
要
不

可
欠
な
事
業
で
あ
り
予
定
通
り
進
め

ま
す
。

経
て
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
推

進
す
る
た
め
に
も
、
今
後
も
よ
り
健

全
で
強
固
な
財
政
基
盤
を
確
立
し
て

い
き
ま
す
。 

　
今
後
も
物
価
上
昇
な
ど
に
よ
る
予

算
規
模
の
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
も

の
の
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ

り
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
が
真
に
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
施
策
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
と
な

る
財
源
の
安
定
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
よ
り
市
税
収
入
を
確

保
し
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も

揺
る
ぎ
な
い
、
強
く
豊
か
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

Q　
本
市
の
中
心
部
と
し
て
整
備
が

続
い
て
い
る
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
周

辺
だ
が
、

①
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
振
り
返

り
や
新
年
度
の
事
業
へ
の
意
気
込
み
、

描
く
未
来
の
姿
に
つ
い
て
の
市
長
の

見
解
は
。

て
、
奥
永
源
寺
に
あ
る
「
木
地
師
や

ま
の
子
の
家
」
が
森
の
博
物
館
に
な

る
と
い
う
認
識
で
間
違
い
は
な
い
か
。

A　
「
自
然
・
歴
史
文
化
な
ど
の
地

域
資
源
が
分
布
し
て
い
る
区
域
一
帯

を
博
物
館
と
す
る
」
と
基
本
計
画
に

も
明
記
し
て
お
り
、
や
ま
の
子
の
家

が
博
物
館
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
エ
リ
ア
の
情
報
を
各
所
で
発

信
し
て
い
く
に
当
た
り
、
観
察
会
の

拠
点
や
調
査
研
究
を
行
う
場
所
と
し

て
木
地
師
や
ま
の
子
の
家
を
既
存
施

設
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

都
市
基
盤
が
整
っ
た

快
適
な
ま
ち

新
年
度
予
算
お
よ
び

主
要
事
業
に
つ
い
て

暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育

最
優
先
へ

近
江
鉄
道
の
電
車
を
見
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
と
散
歩
を
す
る
親
子
、
西
側
の

街
並
み
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
東
側

で
は
駅
前
の
え
い
と
テ
ラ
ス
で
カ
フ

ェ
を
楽
し
む
学
生
た
ち
、
時
に
は
盛

大
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
多
く
の

人
が
集
ま
り
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
様
子

は
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
の
姿
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
通
り
過
ぎ
て
い
た
場
所
か

ら
行
き
た
く
な
る
場
所
へ
と
変
わ
り
、

活
気
あ
る
中
心
市
街
地
の
姿
を
思
い

描
い
て
い
ま
す
。
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